
は
じ
め
に

　
海
越
し
に
立
山
連
峰
を
望
む
美
し
い
自

然
景
観
を
背
景
に
、
約
4
0
0
年
前
か

ら
続
く
越
中
式
定
置
網
、
里
山
里
海
の
幸

に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
食
文
化
、
獅
子
舞
な

ど
の
伝
統
芸
能
な
ど
、
氷
見
市
に
は
誇
る

べ
き
地
域
資
源
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

・�

伝
統
的
な
農
業
・
漁
業
や
そ
れ
に
関
わ

る
農
村
・
漁
村
文
化
、
生
物
多
様
性
な

ど
を
次
の
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
。

・�

地
域
に
住
ん
で
い
る
人
が
ふ
る
さ
と
に

対
し
て
愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
よ
う
に

な
る
こ
と
。

・�

農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
観
光
客

誘
致
を
通
じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
。

　
こ
れ
ら
の
た

め
に
、
世
界
農

業
遺
産
の
認
定

を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

世
界
農
業
遺
産
と
は

　
社
会
や
環
境
に
適
応
し
な
が
ら
何
世
代

に
も
わ
た
り
継
承
さ
れ
て
き
た
独
自
性
の

あ
る
伝
統
的
な
農
林
水
産
業
と
、
そ
れ
に

密
接
に
関
わ
っ
て
育
ま
れ
た
文
化
、
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ‌

※
１
お
よ
び
シ
ー
ス
ケ
ー

プ‌
※
２
、
農
業
生
物
多
様
性
な
ど
が
相
互

に
関
連
し
て
一
体
と
な
っ
た
、
将
来
に
受

け
継
が
れ
る
べ
き
重
要
な
農
林
水
産
業
シ

ス
テ
ム
を
国
連
食
糧
農
業
機
関
が
認
定
す

る
制
度
で
す
。

※
1 

ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
　
土
地
の
上
に
あ
り

農
林
水
産
業
の
営
み
を
展
開
し
、
そ
れ
が

現
す
一
つ
の
地
域
的
な
ま
と
ま
り

※
2 

シ
ー
ス
ケ
ー
プ
　
里
海
で
、
沿
岸
海
域

で
行
わ
れ
る
漁
業
や
養
殖
業
等
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
る
も
の

日
本
農
業
遺
産
と
は

　
日
本
に
お
い
て
重
要
で
伝
統
的
な
農
林

水
産
業
を
営
む
地
域
（
農
林
水
産
業
シ
ス
テ

ム
）
を
農
林
水
産
大
臣
が
認
定
す
る
制
度

で
す
。

日
本
の
世
界
農
業
遺
産

　
日
本
で
は
、「
能
登
の
里
山
里
海
」「
ト

キ
と
共
生
す
る
佐
渡
の
里
山
」「
清
流
長

良
川
の
鮎
」
な
ど
、
9
つ
の
地
域
が
世
界

農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

�

（
平
成
29
年
12
月
時
点
）

（
事
例
）

「
能
登
の
里
山
里
海
」�

（
石
川
県
能
登
地
域
）

　
「
白
米
千
枚
田
」
に
代
表
さ
れ
る
棚
田

や
伝
統
技
術
の
「
揚
げ
浜
式
製
塩
法
」、

海
女
漁
、炭
焼
き
、豊
作
豊
漁
を
願
う「
キ

リ
コ
祭
り
」（
巨
大
な
灯
籠
を
担
い
で
練
り
歩

く
）
な
ど
、
里
山
里
海
の
恵
み
を
生
か
す

自
然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
が
評
価
さ
れ
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
ト
キ
と
共
生
す
る
佐
渡
の
里
山
」

�

（
新
潟
県
佐
渡
市
）

　
ト
キ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
多
様
な
生
き

も
の
が
生
息
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め

の
、
人
と
生
き
も
の
が
と
も
に
豊
か
に
暮

ら
せ
る
島
づ
く
り
が
評
価
さ
れ
、
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

認
定
に
向
け
た
取
り
組
み

　
市
で
は
、
平
成
29
年
6
月
市
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
世
界
農
業
遺
産
の
認
定
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
表
明

し
、
必
要
な
調
査
を
大
学
共
同
利
用
機
関

法
人 

人
間
文
化
研
究
機
構 

総
合
地
球
環

境
学
研
究
所
（
京
都
市
）
に
委
託
し
て
進

め
て
い
ま
す
。

検
討
委
員
会
の
開
催

　
1
月
17
日
に
、
第
1
回
氷
見
市
農
業
遺

産
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員

会
に
は
、
市
内
の
関
係
団
体
の
代
表
者
や

大
学
教
授
、
国
・
県
職
員
な
ど
が
出
席

し
、
今
後
の
方
向
性
を
議
論
し
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
で
の
議
論

　
最
初
に
委
員
長
で
あ
る
、
総
合
地
球
環

境
学
研
究
所
の
阿
部
教
授
が
農
業
遺
産
に

つ
い
て
説
明
し
、「
農
業
遺
産
で
は
、
よ

り
良
い
も
の
に
変
え
て
い
く
も
の
と
変
え

て
は
い
け
な
い
も
の
を
整
理
し
た
上
で
、

こ
の
地
域
の
農
林
水
産
業
の
理
想
像
を
考

え
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
変
え
て
い
く
も
の

は
ど
の
よ
う
に
変
え
て
い
く
の
か
。
変
え

て
は
い
け
な
い
も
の
は
ど
の
よ
う
に
守
っ

て
い
く
の
か
を
考
え
、
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
」
と
の
考
え
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
認
定
に
向
け
た
方
向
性
の
議

論
が
な
さ
れ
、
農
業
や
林
業
、
漁
業
、
観

光
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
現
状
や
課
題

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、「
氷
見
の
農
業
は
、
地

形
や
気
候
に
合
わ
せ
て
苦
労
し
な
が
ら
適

地
適
作
を
行
っ
て
き
た
」
と
の
話
か
ら
、

中
山
間
地
域
で
の
氷
見
牛
や
ハ
ト
ム
ギ
、

串
柿
、
タ
ケ
ノ
コ
、
マ
コ
モ
タ
ケ
の
生
産

な
ど
先
人
の
知
恵
と
苦
労
が
現
在
の
地
域

に
根
差
し
た
農
業
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
や
、「
豊
作
豊
漁
を
願
う
地
域
の
獅
子

舞
は
残
し
た
い
」「
大
境
洞
窟
や
布
勢
の

円
山
な
ど
の
歴
史
を
生
か
し
て
挑
戦
し
た

い
」「
氷
見
に
は
銘
木
も
あ
る
の
で
、
世

界
農
業
遺
産
に
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
」

「
農
村
の
集
落
を
残
し
て
い
き
た
い
」
と

い
っ
た
意
見
が
出
ま
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
後
継
者
不
足
や
担
い
手

の
高
齢
化
、
漁
獲
高
の
減
少
な
ど
農
林
水

産
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
環
境
の
課
題
も

あ
が
り
ま
し
た
。

　
最
終
的
に
、
各
委
員
か
ら
「
農
業
遺
産

の
認
定
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
に
賛

成
」「
氷
見
の
良
さ
を
多
方
面
に
わ
た
っ

て
発
信
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、

市
全
体
で
認
定
を
目
指
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
、
市
長
は
「
氷
見
の
良
い

も
の
を
集
め
て
認
定
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
い
う
委
員
の
発
言
を
心
強
く
思
う
。

私
も
氷
見
に
は
良
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
っ
て
お
り
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
認

定
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
を
目
指
す
決
意
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
申
請
に
必
要
な
内
容
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を

通
し
て
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ 

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
？

Ａ 

地
域
固
有
の
農
業
の
価
値
が
世
界
的

に
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
人
々
に

誇
り
と
自
信
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
観
光
客
誘
致
を
通

じ
た
地
域
経
済
の
活
性
化
が
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
認
定
地
域
同
士
の
交
流
な
ど
、

国
内
外
と
の
連
携
強
化
も
望
め
ま
す
。

Ｑ 

ど
ん
な
義
務
が
あ
る
の
？

Ａ 

世
界
農
業
遺
産
の
認
定
を
受
け
た
地

域
で
は
、
世
界
農
業
遺
産
の
保
全
の
た
め

の
具
体
的
な
行
動
計
画
を
定
め
、
こ
れ
に

基
づ
き
、
伝
統
的
な
農
業
・
農
法
や
豊
か

な
生
物
多
様
性
な
ど
を
次
世
代
に
確
実
に

継
承
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

Ｑ 

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
と
の
違
い
は
？ 

Ａ 

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
は
有
形
の
文

化
遺
産
お
よ
び
自
然
遺
産
の
保
護
・
保
存

を
目
的
と
し
て
い
て
、
国
連
食
糧
農
業
機

関
の
世
界
農
業
遺
産
は
無
形
の
農
業
シ
ス

テ
ム
の
保
全
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

�

（
出
典　
農
林
水
産
省
）

　
農
業
遺
産
認
定
を
目
指
し
て
市
全
体
で

理
解
や
親
し
み
を
持
ち
、
み
ん
な
で
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
講
演
会
・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
24
日
㈯　

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
い
き
い
き
元
気
館

内
容　

・
世
界
農
業
遺
産
の
紹
介

・�

世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
地
域
の

活
動
報
告

・�

学
識
経
験
者
や
市
民
な
ど
に
よ
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

※
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

世
界
・
日
本
農
業
遺
産
の

�

認
定
を
目
指
し
て

世
界
農
業
遺
産

�

Ｑ
＆
Ａ

講
演
会
・

�
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
問
合
せ
】

　
企
画
政
策
課　
☎
74
―

８
０
１
１
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富山県地震被害想定調査の結果
をお知らせします
　富山県に影響を及ぼす可能性のある主要活断層のうち、発生確率が比較的高く、発生した場
合に社会的影響が大きいなどとして国が追加調査を行った「砺波平野断層帯西部」「森本・富
樫断層帯」「邑知潟断層帯」について、県による地震被害想定調査の結果が平成 29年 12月に
公表されました。

　各断層帯における地震の発生確率と想定規模は次
のとおりです。
　どの断層帯も、平成28年に発生した熊本地震の確
率を上回っています。地震を正しく知り、正しく備え
ましょう。

日
頃
か
ら
の
地
震

に
対
す
る
備
え

①
家
庭
内
で
避
難
場
所
、
緊
急
時
の
連
絡

先
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

②
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
確
認
し
、
住
ん
で

い
る
地
域
の
危
険
性
を
把
握
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

③
家
具
類
の
転
倒
・
落
下
・
移
動
防
止
、

食
器
類
や
窓
ガ
ラ
ス
に
飛
散
防
止
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
非
常
持
出
品
の
貴
重
品
や
ラ
ジ
オ
、
懐

中
電
灯
、
衣
類
、
飲
料
水
、
食
料
品
な

ど
は
、
事
前
に
用
意
し
て
す
ぐ
に
持
ち

出
せ
る
と
こ
ろ
に
保
管
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

⑤
日
頃
か
ら
防
災
訓
練
に
参
加
し
た
り
、

防
災
講
演
会
に
参
加
し
た
り
す
る
な

ど
、
防
災
に
関
す
る
知
識
を
身
に
着
け

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
29
ペ
ー
ジ
の
防
災
コ
ラ
ム
で
は
、「
地
震
が
起

こ
っ
た
ら
命
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
地
域
防
災
室　
☎
74
―

8
0
2
1

耐
震
診
断
・
改
修
で

自
分
の
命
は
自
分
で

守
ろ
う

　
住
宅
の
耐
震
化
を
す
る
と
、
人
的
被
害

は
大
幅
に
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。
こ
の

機
会
に
、
市
の
耐
震
改
修
支
援
事
業
費
補

助
金
を
活
用
し
て
、
耐
震
診
断
・
改
修
の

検
討
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

補
助
の
対
象
と
な
る
住
宅

①�

木
造
の
一
戸
建
て
で
、
2
階
建
て
以
下

の
も
の

②�

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し
て

建
て
ら
れ
た
も
の

③�

在
来
軸
組
工
法
に
よ
る
も
の

耐
震
診
断
か
ら
耐
震
改
修
ま
で
の
流
れ

ス
テ
ッ
プ
3 ︵
耐
震
性
が
不
十
分
な
場
合
︶

耐
震
改
修
工
事

壁
や
基
礎
、
床
な
ど
の
補
強
を
行

う
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
2 

耐
震
診
断
の
結
果
を
確
認

耐
震
性
能
の
値
に
よ
り
、
倒
壊
の

可
能
性
を
確
認
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
1 

耐
震
診
断

今
建
っ
て
い
る
住
宅
を
調
査
し
て
、

地
震
に
対
す
る
安
全
性
を
数
値
で

評
価
し
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
診
断
補
助

︵
ス
テ
ッ
プ
1
︶

　
富
山
県
が
約
9
割
を
負
担
し
ま
す
の

で
、
自
己
負
担
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

延
べ
面
積（
㎡
）

図
面
あ
り

図
面
な
し

2
8
0
㎡
以
下
2
，0
0
0
円

4
，0
0
0
円

2
8
0
㎡
超
え
3
，0
0
0
円

6
，0
0
0
円

【
問
合
せ
・
申
込
】

　
（
一
社
）
富
山
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　
☎
0
7
6
―

4
4
2
―

1
1
3
5

耐
震
改
修
支
援
事
業
費
補
助
金

︵
ス
テ
ッ
プ
3
︶

　
耐
震
補
強
の
必
要
が
あ
る
と
診
断
さ
れ

た
も
の
に
対
し
、
耐
震
改
修
工
事
に
要
す

る
経
費
の
3
分
の
2
（
最
大
60
万
円
）
ま

で
補
助
し
ま
す
。

耐
震
改
修
工
事
に
関
す
る
Q
＆
A

Ⓠ 
耐
震
改
修
は
ど
の
く
ら
い
の
期
間
が
か

か
る
？

Ⓐ 

1
～
3
か
月
程
度
。
居
間
や
寝
室
な

ど
の
部
分
的
な
耐
震
改
修
の
み
で
あ
れ

ば
1
～
2
週
間
の
場
合
も
。（
工
事
の
内

容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

Ⓠ 

耐
震
改
修
工
事
中
に
住
宅
に
住
む
こ
と

は
で
き
る
？

Ⓐ 

荷
物
な
ど
を
あ
る
程
度
片
づ
け
、
工
事

が
可
能
な
空
間
を
確
保
で
き
れ
ば
、
工

事
を
部
分
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

可
能
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　
建
設
課　
☎
74
―

8
0
7
9

断層名
活断層のリスクの相対的評価 想定地震

規模30年以内の
地震発生確率

呉羽山断層帯 S
（高い） ほぼ0％－5％ M7.2程度

砺波平野
断層帯西部

A
（やや高い）

ほぼ0％－2％
もしくはそれ以上 M7.2程度

石
川
県

森本・富樫
断層帯

S
（高い） 2－8％ M7.2程度

邑知潟
断層帯

A
（やや高い） 2％ M7.6程度

出典： 地震調査研究推進本部「主要活断層帯の長期評価の概要
（H29.1）」

【過去の大地震における30年以内の地震発生確率】
◆阪神・淡路大震災（六甲・淡路島断層帯の一部）�… 0.02％～8％
◆熊本地震（布田川断層帯（布田川区間））�…ほぼ0～0.9％

地
震
に
備
え
る

出典：地震調査研究推進本部ホームページ
（http://www.jishin.go.jp/main/yosokuchizu/katsudanso/
f055_056_057_ichi_wide.gif）

断層帯位置図 調査対象断層帯による
地震の発生確率と規模

氷見市における被害想定の予測

断層名
物的被害 人的被害

建　物 火災・延焼
（棟）

落下物
（棟）

ブロック塀等
（件）

死　者
（人）

負傷者
（人）全壊（棟） 半壊（棟）

邑知潟断層帯（ケース2）※1 19,322 8,135 245 13,616 1,968 862 3,365
呉羽山断層帯※2 2,926 12,009 0 776 877 101 1,484
砺波平野断層帯西部 284 2,856 0 0 0 2 325
森本・富樫断層帯 6 64 0 0 0 0 5
※1　邑知潟断層帯による地震は4つのケースがあるうち、被害想定が氷見市に最も大きいもの。
※2　平成23年6月に富山県から公表されたもの。

住宅・建築物の構造は、建築基準法においてその基準が定められていますが、過去の地震
において倒壊した住宅・建築物の多くは、耐震基準が強化された昭和56年以前に建築された
ものであったことが判明しています。
それらの住宅に対しては、地震に対する安全性を評価する耐震診断を行うことが必要です。

また、その耐震診断の結果、「倒壊する可能性が高い」又は、「倒壊する可能性がある」とされ
た住宅は、住宅の耐震化を図る必要があります。
地震はいつどこで起きても不思議ではありません。家族の生命や財産を守るため、来るべき

大地震に備えて住宅の耐震化を行うことが大切です。
この事例集は、住宅の所有者の皆さんが耐震補強工事を行う際に参考にしていただけるよう、

具体的な耐震補強工事の事例や耐震補強のポイントなどを紹介しています。
この事例集を参考にぜひご自身のご自宅の耐震補強を検討していただければ幸いです。

耐震改修は、既存住宅の壁や基礎等を必要に応じて補強し、耐震性能を向上させる手法で、
建替えに比べて少ない費用で短期間に耐震化を行うことができます。
この事例集に掲載されている事例は、実際に行われた耐震改修工事の事例です。金額は標

準的な工法で補強をした場合の目安であり、家の状態などにより異なる場合がありますので、
耐震化の検討の際は専門家に相談してください。

はじめにはじめに

耐震改修とは耐震改修とは

・耐震診断から補強までの流れ ・・・・・・・・・・・・・・・・ １
・耐震診断結果報告書の見方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２
・主な耐震改修工事の工法 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３
・耐震改修工事事例集 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４

壁と基礎を補強した事例
比較的耐震強度の不足が軽微な事例
床及び基礎等を補強した事例
リフォーム工事に併せた耐震補強工事

・よくある質問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９
・連絡先一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０

目次目次

事例①事例①’’ １階（全体）のみ耐震補強工事を１階（全体）のみ耐震補強工事を
行う場合の想定事例行う場合の想定事例【【参考参考】】

事例①事例①’’ １階（全体）のみ耐震補強工事を１階（全体）のみ耐震補強工事を
行う場合の想定事例行う場合の想定事例【【参考参考】】

4

改修改修
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12 月 市 議 会 定 例 会
　
12
月
市
議
会
定
例
会
は
、
12
月
6
日

に
開
会
し
、
19
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
議
案
な

ど
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
可
決
、
承
認
お
よ
び
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
■
議
案　
●
報
告　
▲
認
定
）

予
算
関
係

■�

平
成
29
年
度
氷
見
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
4
号
）

�

2
億
6
，6
3
5
万
円

・ 

台
風
21
号
に
よ
る
被
害
の
復
旧
に
要

す
る
経
費 

2
，2
5
5
万
円

　
台
風
21
号
に
よ
り
、
海
浜
植
物
園
遊

歩
道
と
宇
波
漁
港
護
岸
で
破
損
と
欠
損

の
被
害
、
比
美
乃
江
公
園
内
で
倒
木
が

発
生
し
た
た
め
、
復
旧
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
倒
伏
や
折
れ
の
被
害
が
発
生
し

た
白
ネ
ギ
の
復
旧
に
要
す
る
経
費
に
つ

い
て
一
部
助
成
し
ま
す
。

・
観
光
戦
略
事
業
費 

88
万
円

　
神
戸
港
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ

る
「
め
ざ
せ
！
世
界
一
の
ク
リ
ス
マ
ス

ツ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
会
場
に
お

い
て
、「
氷
見
ぶ
り
」
の
振
る
舞
い
や

獅
子
舞
演
舞
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
市

の
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
企
画
運
営
を
行
い

ま
す
。

・
買
い
物
サ
ー
ビ
ス
支
援
事
業
費

 

50
万
円

　
買
い
物
弱
者
の
生
活
利
便
性
向
上
の

た
め
、
民
間
事
業
者
が
移
動
販
売
事
業

を
実
施
す
る
際
の
初
期
投
資
（
移
動
販

売
車
購
入
費
用
）
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

・
民
間
保
育
所
等
施
設
給
付
事
業
費

 

7
，9
8
4
万
円

　
内
閣
府
の
保
育
人
材
確
保
の
た
め
の

政
策
と
し
て
、
本
市
に
お
い
て
も
4
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
市
内
民
間
保
育
所
な

ど
の
保
育
士
の
給
与
な
ど
を
増
額
し
、

処
遇
改
善
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
民
間

保
育
所
等
へ
の
入
所
児
童
数
が
当
初
の

見
込
み
よ
り
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
運

営
費
を
増
額
し
ま
す
。

・
そ
の
他 
1
億
6
，2
5
8
万
円

■�

平
成
29
年
度
氷
見
市
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
収
益
的
収
入�

2
0
1
万
円

　
　
収
益
的
支
出�

△
5
万
円

　
　
資
本
的
支
出�

11
万
円

■�

平
成
29
年
度
氷
見
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
収
益
的
収
入�

40
万
円

　
　
収
益
的
支
出�

40
万
円

■�

平
成
29
年
度
氷
見
市
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
歳
入
・
歳
出�

1
，9
3
4
万
円

■�

平
成
29
年
度
氷
見
市
下
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
　
歳
入
・
歳
出�

15
万
円

■�

平
成
29
年
度
氷
見
市
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

　
◎
保
険
事
業
勘
定

　
　
歳
入
・
歳
出�

6
5
1
万
円

　
◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定

　
　
歳
入
・
歳
出�

39
万
円

■�

平
成
29
年
度
氷
見
市
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

　
　
歳
入
・
歳
出�

2
0
7
万
円

条
例
関
係
な
ど

■�

平
成
28
年
度
氷
見
市
水
道
事
業
会
計

未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

■�

氷
見
市
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る

地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及

び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
第
10
条
第

1
項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�

氷
見
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■�
氷
見
市
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る

産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
市
税
の
特

別
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

■�

氷
見
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

■�

氷
見
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の

策
定
に
つ
い
て

●�

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
に
よ
る
専

決
処
分
に
つ
い
て

●�

地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
に
よ
る
専

決
処
分
に
つ
い
て

人
事
関
係

■�

氷
見
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
大
石　
久
義
氏
（
宇
波
）�

新
任

認
定
な
ど

▲�

平
成
28
年
度
氷
見
市
一
般
会
計
、
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▲�

平
成
28
年
度
氷
見
市
水
道
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

▲�

平
成
28
年
度
氷
見
市
病
院
事
業
会
計

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

平成28年度 氷見市各会計 決 算 報 告
　平成28年度の歳入歳出決算を報告します。
　12月市議会定例会において、平成28年度の歳入歳
出決算が認定されました。
　一般会計の歳入では、前年度に対して 3.8 ％の減、
歳出では前年度に対して3.7％の減となりました。

　また、事業・特別会計を合わせた歳出総額は384億
3,113万円で、前年度に対して2.7％の減となりました。
※ 詳しくは、市ホームページ内の「平成 28年度財政概況」の
ページをご覧ください。

【問合せ】　財務課　☎74－8015

200

210

220

230

240

250

260

270

△4
△2
0
2
4
6
8
10
12
14

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

実質単年度収支

歳入 歳出 実質単年度収支

歳入

歳出

（億円）（億円）

歳
入
・
歳
出

実
質
単
年
度
収
支

一般会計の決算額の推移

地方交付税
69億3,423万円

31.5%

民生費
54億4,156万円

25.6%

衛生費
30億1,531万円
14.2%

総務費
27億2,675万円
12.8%

公債費
26億8,648万円
12.6%

土木費
25億3,812万円
12.0%

教育費
17億4,886万円
8.2%

商工費
11億1,355万円
5.2%

農林水産業費
10億6,049万円　5.0%

その他
9億2,410万円　4.4%

歳 出
212億5,522万円

市税
53億4,862万円

24.3%

国庫支出金
24億9,566万円　11.3%

県支出金
15億2,595万円
6.9%

市債
18億1,860万円
8.3%

その他
38億8,673万円

17.7%

歳 入
220億979万円

一般会計

水道
事業
会計

区 分 収 入 支 出
収益的収支 13億9,556万円 11億6,375万円
資本的収支 3億3,611万円 8億5,122万円

病院
事業
会計

区 分 収 入 支 出
収益的収支 8億6,108万円 10億4,389万円
資本的収支 4億1,000万円 7億� �912万円

区 分 収 入 支 出
国民健康保険特別会計 58億8,668万円 56億6,498万円
育英資金特別会計 984万円 928万円
下水道特別会計 15億7,770万円 15億7,310万円

介護保険
特別会計

保険事業勘定 55億7,179万円 54億4,916万円
介護サービス事業勘定 3,062万円 3,062万円

後期高齢者医療事業特別会計 6億2,911万円 6億2,888万円
漁業交流施設事業特別会計 5,226万円 5,191万円

事業会計 特別会計

用語解説
実質単年度収支 単年度収支（歳入出差引）から実質的な黒字・赤字

要素となる基金の積立や取崩、市債繰上償還額な
どを加減した実質的収支。

地方交付税 地方公共団体が行うべき事務を遂行できるよう、
一定の基準により国が交付するもの。普通交付税
と特別交付税がある。

市　　　税 市が課税し、徴収するもの。市民税、固定資産税、
軽自動車税、市たばこ税、入湯税など。

国庫・県支出金 国や県からの補助金、委託金など。
市　　　債 市が資金を調達するための債務で、その返済が将

来にわたって行われるもの。市の借金。

民　生　費 社会福祉、児童福祉、生活保護などに必要な経費。
衛　生　費 保健衛生、清掃などに必要な経費。
総　務　費 防災、総務管理、徴税、住民基本台帳、選挙などに

必要な経費。
公　債　費 市債の返済などに必要な経費。
土　木　費 道路橋りょう、河川、都市計画などに必要な経費。
教　育　費 小中学校、社会教育、保健体育などに必要な経費。
商　工　費 商工業、観光などに必要な経費。
農林水産業費 農業、林業、水産業などに必要な経費。

Ｈ
Ｐ1161

12 月市議会を傍聴する市民議会の
議員。2月4日㈰午後1時から市民
議会の本会議を議場で開催し、これ
までの学習会などでまとめた市政の
課題について提案します。
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申告に必要なもの
●平成 29 年中の所得が分かるもの（源泉徴収票や収支
内訳書など）

●控除を受けるための証明書など
・生命保険、地震保険料控除
　生命保険料、個人年金保険料、地震保険料などの支
払証明書（控除証明書）
・社会保険料控除
　国民健康保険税や介護保険料、後期高齢者医療保険
料は納付金額が分かるもの（国民年金や国民年金基金
保険料の控除証明書など）

・医療費控除またはセルフメディケーション税制控除（選択制）
　「医療費控除の明細書」または「セルフメディケー

ション税制の明細書」
　※あらかじめ整理して合計額を計算しておいてください。
　（詳しくは、「広報ひみ1月号」12ページをご覧ください。）
・障害者控除　障害等級が分かる手帳など
●その他　寄付金の領収書、証明書、配偶者特別控除
　を受ける場合は配偶者の所得が分かるもの
●本人名義の口座番号が分かるもの（所得税が還付にな
る人のみ）

●印鑑
●マイナンバー本人確認書類
（詳しくは、右ページおよび「広報ひみ1月号」13ページをご覧ください。）

所得税の確定申告 市・県民税の申告
【問合せ】　税務課　☎74 ― 8043

スタート
平成29年中に何か収入が
ありましたか？

収入の内容は？
①公的年金収入のみで、その合計
が400万円以下
②1か所からの給与収入のみ
③上記①②以外

所得税等の額が増える人や還付を受ける人は確定申告が必要です

原則、確定申告が必要です

市・県民税の申告をしてください

年末調整を受けており、そ
の内容に変更や追加はあり
ませんか？

ある、または
年末調整を受けていない

次のⒶ～Ⓓのいずれかに該当しま
すか？
Ⓐ 1か所からの給与収入があり、
給与所得および退職所得以外の
所得の合計が20万円を超える
Ⓑ 2か所以上からの給与収入があ
り、従たる給与の収入金額と、給
与所得や退職所得以外の各種所
得の金額との合計が 20万円を
超える
Ⓒ公的年金の収入金額の合計が
400 万円以下で、それ以外の所
得金額が20万円を超える
Ⓓ上記Ⓐ～Ⓒ以外の人で、平成 29
年中の所得の合計が、所得控除
額の合計を超える

ない

②

Ⓐ～Ⓓのいずれか

Ⓐ～Ⓓには該当しない

③

ある

①

今すぐ確認！
私は申告が 必要？ 不要？ この図は申告が必要かどうかを簡単に

判断するための目安ですので、当ては
まらない場合があります。

家族の人の税法上の扶養
ですか？

　所得税の確定申告は不要ですが、以下の人は市・県民税（住
民税）申告が必要です。
①�市営住宅や児童手当、保育園などの手続きのため所得証明
等が必要な人
②�国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保
険料の算定に必要な人（軽減を受けるためなど）

　所得税の確定申告は原則不要ですが、所得税の還付を受け
る人は、確定申告が必要です。
　また、公的年金等の源泉徴収票に記載されている控除内容
に変更や追加がある人や、市・県民税の各種控除を受ける人
は、市・県民税申告が必要です。

ない

いいえ

はい 申告は不要です

申告は不要です

平成29年中に何か収入が
ありましたか？

高岡税務署からのお知らせ

日程・会場

　平成29年1月1日から12月31日までに、次のいずれかに
該当する人は確定申告が必要です。
●事業所得（営業、農業など）や不動産所得、雑所得などがあっ
た人で、平成29年中の所得金額が所得控除（基礎控除、扶
養控除、社会保険料控除など）の合計額を超える人

●給与所得者で、
①給与所得および退職所得以外の所得の合計金額が20
万円を超える人
②給与を2か所以上から受けていて、年末調整がされな
かった給与の収入金額と、各種の所得金額（給与所得お
よび退職所得を除く）との合計額が20万円を超える人

●所得税が源泉徴収されているが、年末調整を受けなかった人
●医療費控除またはセルフメディケーション税制の適用を
受ける人（詳しくは、「広報ひみ1月号」12ページをご覧ください。）

所得税の確定申告、市・県民税の申告期限は3月15日㈭です

税務署での申告相談日　2月16日㈮～3月15日㈭　午前9時～午後4時（土・日曜日を除く）
　税務署の申告会場においても、国税庁のホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用して申告書を作成して
います。原則、自分でパソコンへの入力を行ってもらいます。
　※混雑状況により、受付を早めに終了することがあります。※駐車台数に限りがありますので、公共交通をご利用ください。

日　　時 地　　区 会　　場

２月9日㈮ 午前9時～11時 八代地区 JA氷見市
八代支所

午前9時～11時 碁石地区 碁石公民館

２月13日㈫

午前9時～11時 久目地区 速川公民館午後1時～3時 速川地区
午前9時～11時 論田・熊無地区 氷見市農業

総合管理セ
ンター午後1時～3時 谷屋・新保・中

村地区

２月14日㈬

午前9時～11時 女良地区 宇波公民館午後1時～3時 宇波地区
午前9時～11時 仏生寺地区 十三公民館
午後1時～3時 布勢・神代地区

※�速川公民館、氷見市農業総合管理センター、宇波公民館、十三公民館は半
日で地区を区切っていますが、どちらの時間帯にも参加可能です。

【ご注意】　マイナンバーを含む個人情報を取り扱うため、9～14日の地区
別の申告相談会場においては、市・県民税申告書を除き、確定申告書類を
お預かり（受付）できません。収支報告書や申告書類の作成に関する相談
のみとなります。

所得税の確定申告が必要な人

　平成30年1月1日現在、氷見市にお住まいの人で、
平成29年中の所得の状況が次のいずれかに該当する人
●事業所得（営業、農業など）、不動産所得、雑所得など、
金額の多寡にかかわらず所得があった人

●給与所得の他に所得があった人
●年金収入が400万円以下で、かつ年金以外に20万
円以下の所得があった人

●収入がない人または遺族年金などの非課税収入のみ
の人で、どなたの扶養にもついていない人

●平成 30年 1月 1日現在、氷見市外に住所がある人
の配偶者控除や扶養控除の対象となっている人

●土地や建物、株式などの譲渡による所得がある人
●青色申告事業者の人
●住宅借入金等特別控除を初めて受ける人
●生命保険契約などの満期払戻金に、一時所得として
所得税がかかる人

市・県民税の申告が必要な人

次に該当する人は高岡税務署で申告してください

マイナンバーの記載と本人確認書類の提示または添付が必要です！

本 人 確 認 書 類

●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
●ご自宅などからe-Taxで送信すれば、本人確認書類の提示または写しの提出が不要です。

マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの人は

マイナンバーカードをお持ちでない人は

※法定調書の作成などを行う事業者に対してマイナンバーを提供する必要がある場合に、写真表示のない身元確認書類の提示または写しの提出をする時には2種類以上必要です。

　申告の際には、本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。申告書を郵送される場合は、本人確認書
類の写しを添付してください。また、マイナンバーの記載は、扶養親族の分も必要です。
※詳しくは、「広報ひみ1月号」13ページまたは国税庁ホームページをご覧ください。

番号確認書類
《ご本人のマイナンバーを確認できる書類》
●通知カード
● 住民票の写しまたは住民票記載事項証明書（いずれもマ
イナンバーの記載があるものに限ります。）

 などのうち1つ

身元確認書類
《記載したマイナンバーの
 持ち主であることを確認できる書類》
●運転免許証 ●公的医療保険の被保険者証
●パスポート ●身体障害者手帳
●在留カード など※

＋

日　　時 地区・会場

2月16日㈮

～

3月15日㈭
（土・日を除く）

午前9時～11時
午後1時～� 4時�

（受付開始）
 午前の部
　午前8時30分�
 午後の部
　正午

市内全地区
市役所1階
 地域協働スペース2・3
・�相談希望者が多い場合は、
受付を早めに終了すること
があります。（午前・午後と
もに50人程度）

※�時間外および休日は、申告書をお預かりしていませんので、ご注意く
ださい。
※�収支計算書、医療費控除の明細書などについては、あらかじめ集計
して記入しておいてください。

※所得税の確定申告をした人は、市・県民税の申告は不要です。 1617　広報ひみ 2018. 2



　
婚
活
界
の
カ
リ
ス
マ
で
あ
る
㈱
お
見
合

い
塾
の
山
田
由
美
子
塾
長
を
招
き
、
結

婚
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
婚
活
力

U
P
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
結
婚
っ
て
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ
ろ

う
？
」「
婚
活
っ
て
？
」「
ど
ん
な
人
と
出

会
う
の
が
幸
せ
に
？
」
と
悩
ん
で
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　
2
月
18
日
㈰

独
身
男
性
編

「
女
子
の
気
持
ち
が
わ
か
り
行
動
力
が

身
に
つ
く
男
性
に
な
る
た
め
に
」

　
時
間　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

独
身
女
性
編

「
選
ぶ
よ
り
選
ば
れ
る
人
に　
惚
れ
ら

れ
女
子
に
な
る
た
め
に
」

　
時
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

場
所　
紅
茶
の
と
び
ら

　
　
　

�（
氷
見
市
朝
日
丘
3
8
7
8
―

1

　
　
　
朝
日
丘
プ
ラ
ザ
2
階
）

講
師　
山
田　
由
美
子
氏

　
　
　
（
㈱
お
見
合
い
塾�

代
表
取
締
役
）

悩むより行動！
人生、出会ったもん
勝ちやで！

定
員　
独
身
男
女
各
20
人
（
先
着
順
）

料
金　
無
料

持
ち
物　
筆
記
用
具

※
飲
み
物
＆
お
菓
子
付
き

申 

込　
2
月
9
日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

�　
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
さ
れ
る
人
は
、

タ
イ
ト
ル
に
「
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
」
と
明

記
の
上
、
①
氏
名
②
性
別
③
年
齢
④
住

所
⑤
電
話
番
号
⑥
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
⑦

職
業
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル

　
　

kankoukouryu@
city.him

i.lg.jp

【
問
合
せ
】

　
観
光
交
流
・
女
性
応
援
課

　
☎
74
―

8
1
9
0

　
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
優
れ
た
取

り
組
み
を
学
び
合
う
場
と
し
て
、
地
域
自

慢
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご

覧
に
な
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時　
2
月
18
日
㈰

　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
4
時
30
分

●
場
所

　
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
議
室

●
内
容

①
地
域
づ
く
り
取
組
み
発
表
会
（
第
一
部
）

　
・
東
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
・
仏
生
寺
地
域
づ
く
り
協
議
会

②
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

③ 

地
域
づ
く
り
取
組
み
発
表
会
（
第
二
部
）

　
・�

ひ
み
キ
ト
キ
ト
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

　
・
元
気
ネ
ッ
ト
氷
見

④ 

地
域
づ
く
り
講
演
会

事
例
紹
介

　
テ
ー
マ

　
　

�「
安
心
・
安
全
で
元
気
な
地
域
づ
く

り
は
地
域
住
民
の
力
で
！
」

　
講
師

　
　
小
林　
和
彦
氏

　
　
（
島
根
県
雲
南
市　
新
市
い
き
い
き
会
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
テ
ー
マ

　
　
「
進
化
す
る
小
規
模
多
機
能
自
治
」

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
川
北　
秀
人
氏

　
　
（
I
I
H
O
E
代
表
者
）

　
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
小
林　
和
彦
氏

　
　
板
持　
周
治
氏
（
雲
南
市
職
員
）

【
問
合
せ
】

　
企
画
政
策
課
地
域
協
働
推
進
班

　
☎
74
―

8
0
1
3

婚
活
力
Ｕ
Ｐ
セ
ミ
ナ
ー

 

を
開
催
し
ま
す

本
気
で
結
婚
し
た
い
人
へ

昨年度の様子

地　域
づくり
の祭典

「
氷
見
市
地
域
自
慢
大
会
」を

開
催
し
ま
す

募
集
職
種
、
業
務
内
容
、
募
集

人
員

嘱
託
職
員

保
育
園
の
保
育
業
務

�

　
7
人
程
度

保
育
園
の
保
育
業
務
（
6
時
間
）

�

1
人
程
度

家
庭
児
童
相
談
業
務
な
ど

�

1
人
程
度

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作

成
、
精
査
業
務
な
ど

�

2
人
程
度

介
護
認
定
審
査
会
資
料
の
作

成
、
精
査
業
務
な
ど

�

1
人
程
度

要
介
護
認
定
申
請
者
の
訪
問
調

査
業
務
な
ど
（
6
時
間
）

�

4
人
程
度

道
路
管
理
業
務
な
ど

�

　
1
人
程
度

子
育
て
支
援
ス
タ
ッ
フ
業
務
な

ど�

1
人
程
度

学
校
の
給
食
調
理
業
務
な
ど

�

4
人
程
度

臨
時
職
員

一
般
行
政
事
務�

14
人
程
度

学
校
の
用
務
業
務
な
ど

�

1
人
程
度

雇
用
期
間

　
4
月
1
日
か
ら
原
則
1
年
間

応
募
資
格
、
勤
務
場
所
、
勤
務

時
間
な
ど

　
業
務
内
容
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
の
で
、
募
集
案
内
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
募
集
案
内
は
、

総
務
課
ま
た
は
市
民
課
総
合
案

内
で
お
渡
し
し
ま
す
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

募
集
期
間

　
2
月
1
日
㈭
～
15
日
㈭

　

�（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

【
応
募
・
問
合
せ
】

　
総
務
課

　
☎
74
―

8
0
3
1

　
「
ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
氷
見
市
で
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
更
な
る
成
長
の
た
め
に
進
学
し
、
氷
見

市
に
戻
っ
て
ふ
る
さ
と
の
未
来
の
た
め
に
活
躍
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
こ
の
中
に
は
、
氷
見
市
に
戻
っ
て
き
た
ら
奨
学
ロ
ー

ン
な
ど
の
返
済
額
を
助
成
す
る
「
ぶ
り
奨
学
助
成
制

度
」
や
低
金
利
の
「
ぶ
り
奨
学
ロ
ー
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
の
利
用
を
検
討
し
て
い
る
人
は
、
次

の
い
ず
れ
か
の
説
明
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
事
前
申

込
は
不
要
で
す
。

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　
企
画
政
策
課　
☎
74
―

8
0
1
1

ぶ
り
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

Ｈ
Ｐ1157

市
嘱
託
職
員
・
臨
時
職
員
を

�

募
集
し
て
い
ま
す

　
「
ひ
み
里
山
杉
」
を
活
用
し
、
氷
見
市
の
自
然

を
生
か
し
た
子
育
て
環
境
の
整
備
や
、
林
業
振
興

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
と
し
、
今
年
度
初
め

て
「
ひ
み
里
山
杉
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
13
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
応
募
作
品

に
つ
い
て
人
気
投
票
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
ご
投
票
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間　
2
月
12
日
（
月
・
祝
）
ま
で

展
示
場
所　
海
浜
植
物
園
図
書
コ
ー
ナ
ー

　
こ
の
後
、審
査
会
を
経
て
、最
優
秀
作
品
1
点
、

優
秀
作
品
5
点
が
選
出
さ
れ
、
新
た
な
誕
生
祝
い

品
や
商
品
開
発
を
目
指
し
て
改
良
を
重
ね
る
予
定

で
す
。

授
賞
式　
2
月
27
日
㈫

【
問
合
せ
】　
海
浜
植
物
園
・
花
み
ど
り
推
進
室

　
　
　
　
　
☎
91
―

7
1
1
7

ひ
み
里
山
杉
ア
イ
デ
ィ
ア

コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品
展
示
中

日　時
（各回1時
間半程度
の予定）

2月16日㈮　午後7時～
2月17日㈯　午前9時～
3月� 9日㈮　午後7時～
3月10日㈯　午後1時～
3月18日㈰　午前9時～
3月23日㈮　午後7時～
3月24日㈯　午前9時～

場　所 氷見市役所201災害対策室

対　象 大学などへ進学する学生本人と保護者

持ち物 住所がわかる身分証明書
（個人番号カードや運転免許証、住所記入済の健康保険証など）

※�説明会終了後、希望する人は「ぶり奨学プログラム」の登録申請を
行うことができます。その場合は、大学などの合格通知書（大学な
どに在学中の人は学生証）と印鑑が必要となります。説明会出席後、
後日改めて登録申請することもできます。

説明会の日程など
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「
法
務
省
管
轄
支
局
国
民
訴
訟
告
知
管

理
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
名
称
等
で
、
自
宅

に
不
審
な
ハ
ガ
キ
が
送
ら
れ
て
き
た
と
い

う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は

無
視
を
し
て
、
絶
対
に
連
絡
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
！

　
連
絡
を
す
る
と
、
相
手
に
電
話
番
号
な

ど
の
個
人
情
報
を
知
ら
れ
て
し
ま
い
、
金

銭
を
支
払
う
よ
う
に
強
要
し
て
き
ま
す
。

　
裁
判
所
か
ら
の
裁
判
関
係
の
正
式
書
類

は
ハ
ガ
キ
で
は
な
く
、
必
ず
封
書
で
届
き

ま
す
。

　
慌
て
る
こ
と
な
く
、
疑
問
点
・
困
っ
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
特
殊
詐
欺
や
悪
質
商
法
な
ど

の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
高
齢

者
世
帯
な
ど
に
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
の

電
話
の
通
話
録
音
装
置
を
無
料
で
貸
し
出

し
、
固
定
電
話
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
市
内
に
住
所
が
あ
る
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

・
一
人
暮
ら
し
の
人

・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
人

・
日
中
高
齢
者
の
み
と
な
る
世
帯
の
人

■
貸
出
し
台
数　
15
台
程
度
（
申
込
順
）

■
申
込
方
法

　
電
話
ま
た
は
市
役
所
1
階
総
合
案
内
で

受
け
付
け
ま
す
。

※
消
費
者
被
害
の
多
く
は
一
本
の
電
話
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
安
心
・
安
全
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
悪
質
商
法
に
よ
る
消
費
者
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
に
、
ひ
み
消
費
者
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
が
老
人
会
や
ふ
れ
あ
い
ラ
ン
チ

等
に
出
向
い
て
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
寸
劇
な
ど
に
よ
り
、
悪
質
商
法
の
手
口

を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
対
処
法
に
つ

い
て
皆
さ
ん

と
一
緒
に
考

え
ま
す
。
ク

イ
ズ
や
替
え

歌
な
ど
も
あ

り
ま
す
。

※
出
前
講
座
の
申
込
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
一
緒
に
活
動
す
る
仲
間
を
募
集
中
！
興
味
の
あ

る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「︵
総
合
︶
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最
終
告
知
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
の

ハ
ガ
キ
に
よ
る
架
空
請
求
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

消
費
者
を
狙
う
悪
質
商
法
に
注
意
！
通
話
録
音
装
置
を

無
料
で
貸
し
出
し

て
い
ま
す
！

賢
い
消
費
者
に

な
る
た
め
出
前
講
座
で

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

申込
受付中

募集中

実際のハガキ

利用者の声

不
審
な
電
話
や
し
つ
こ
い

物
売
り
の
電
話
が
な
く
な

り
、
楽
に
な
り
ま
し
た
。

付
け
て
よ
か
っ
た
で
す
。

︻
問
合
せ
︼　
市
民
課（
消
費
生
活
相
談
窓
口
）

　
　
　
　
　
☎
74
︱
8
0
1
0

ス
ト
ッ
プ
！
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

ス
ト
ッ
プ
！
消
費
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ト
ラ
ブ
ル

ス
ト
ッ
プ
！
消
費
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ト
ラ
ブ
ル
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ラ
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ラ
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ラ
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昨
年
中
の
﹁
火
災
・
救
急
・
救
助
概
況
﹂

﹁
交
通
事
故
発
生
状
況
﹂
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
火
災
・
救
急
・
救
助
概
況

❶
火
災
件
数
は
4
件
増
加

　
平
成
29
年
の
氷
見
市
の
火
災
発
生
件
数

は
、
14
件
で
前
年
よ
り
4
件
増
加
し
ま
し

た
。

　
火
災
種
別
で
は
、
建
物
火
災
8
件
、
車
両

火
災
4
件
、
林
野
火
災
1
件
、
そ
の
他
の
火

災
が
1
件
で
、
そ
の
出
火
原
因
は
、
建
物
火

災
で
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
電
源
回
路
ユ
ニ
ッ

ト
の
短
絡
、
ガ
ス
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
引
火
に
よ

る
爆
発
、
放
火
、
タ
バ
コ
が
各
1
件
、
不
明

調
査
中
が
3
件
で
、
車
両
火
災
で
は
衝
突
に

よ
る
も
の
が
2
件
、
漏
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
に
引

火
が
1
件
、
不
明
調
査
中
が
1
件
、
林
野
火

災
、
そ
の
他
の
火
災
で
は
枯
れ
草
焼
却
火
の

拡
大
が
そ
れ
ぞ
れ
1
件
で
し
た
。

　
火
災
に
よ
る
死
者
は
1
人
、
負
傷
者
は
6

人
で
、
前
年
よ
り
死
者
は
1
人
、
負
傷
者
は

2
人
増
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
物
火
災
の
焼
損
棟
数
は
11

棟
で
前
年
よ
り
4
棟
増
加
し
、
火
災
損

害
額
も
前
年
3
，7
6
0
万
3
千
円
か
ら

8
，2
5
5
万
5
千
円
と
4
，4
9
5
万
2
千

円
の
大
幅
な
増
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
氷
見
市
の
出
火
率
（
人
口
1
万
人
あ
た
り
の

出
火
件
数
）
は
、
2
・
85
と
な
り
、
富
山
県

の
1
・
71
（
速
報
値
）
を
1
・
14
ポ
イ
ン
ト

上
回
り
ま
し
た
。

❷
救
急
出
場
が
40
件
減
少

　
救
急
出
場
件
数
は
、
1
，4
8
4
件
で
前

年
よ
り
も
40
件
減
少
し
、
救
急
搬
送
人
員
も

同
様
に
1
，4
1
6
人
で
前
年
よ
り
44
人
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が
1
，0
1
2
件

（
68
・
2
％
）、
一
般
負
傷
が
2
5
9
件
（
17
・

5
％
）、交
通
事
故
が
1
1
0
件（
7
・
4
％
）、

そ
の
他
1
0
3
件
（
6
・
9
％
）
で
、
前
年

と
比
較
す
る
と
急
病
35
件
減
少
、
一
般
負
傷

3
件
増
加
、
交
通
事
故
4
件
減
少
、
そ
の
他

4
件
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
救
急
搬
送
人
員
で
は
、
高
齢
者
（
65
歳
以

上
）
9
9
4
人
（
70
・
2
％
）、
成
人
（
18
歳

以
上
65
歳
未
満
）
3
4
9
人
（
24
・
7
％
）、
少

年
（
7
歳
以
上
18
歳
未
満
）
26
人
（
1
・
8
％
）、

乳
幼
児
（
生
後
28
日
以
上
7
歳
未
満
）
46
人

（
3
・
2
％
）、
新
生
児
（
生
後
28
日
未
満
）
1

人
（
0
・
1
％
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
富
山
県
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
よ
る
搬
送
は
、

90
件
の
要
請
事
案
中
、
実
際
に
搬
送
し
た
の

は
50
件
で
し
た
。
要
請
件
数
は
25
件
増
加
し

ま
し
た
。

❸
救
助
出
動
は
前
年
と
同
数

　
救
助
出
動
件
数
は
、
27
件
で
前
年
と
同

数
、
ま
た
救
助
人
員
も
16
人
で
前
年
と
同
数

で
し
た
。

　
事
故
種
別
で
は
、
交
通
事
故
が
14
件
、
機

械
に
よ
る
事
故
が
2
件
、
水
難
事
故
が
2

件
、
そ
の
他
が
9
件
あ
り
ま
し
た
。

　
火
災
は
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
発
生

し
ま
す
。
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め

に
、
火
気
の
取
扱
い
に
細
心
の
注
意
を
払
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、火
災
を
早
期
に
発
見
し
、

避
難
す
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
、
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】　
消
防
本
部　
☎
74
―

8
3
0
0

■
交
通
事
故
発
生
状
況

○
交
通
事
故
死
者
1
人

　
平
成
29
年
の
氷
見
警
察
署
管

内
の
交
通
死
亡
事
故
は
1
件
で
し
た
。

　
交
通
事
故
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か

ら
起
こ
り
ま
す
。
運
転
者
も
歩
行
者
も
安
全

を
よ
く
確
か
め
、
交
通
事
故
の
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
冬
期
は
降
雪
や
凍
結
な

ど
に
よ
り
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
多
く
発
生
し
ま

す
の
で
、
路
面
状
況
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

︿
交
通
事
故
発
生
件
数
﹀（
括
弧
内
の
数
字
は
平

成
28
年
比
）

○
人
身
事
故
件
数　
70
件
（
△
4
件
）

○ 
死

者

数　

�

1
人
（
△
1
人
）、
う
ち

高
齢
者
0
人
（
△
2
人
）

○
負
傷
者
数　
78
人
（
△
6
人
）

【
問
合
せ
】　
環
境
・
交
通
防
犯
課

　
　
　
　
　
☎
74
―

8
0
6
8

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎

年
4
月
1
日
現
在
の
所
有
者
ま
た
は
使

用
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃
車
・
名
義

変
更
は
、
3
月
中
に
左
記
の
窓
口
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
は
月
割
課
税
制
度
が
あ
り
ま

せ
ん
。
年
度
の
途
中
に
名
義
変
更
や
廃
車

の
手
続
き
を
し
て
も
税
金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

車両の種類 手続きを行う窓口

原動機付自転車（125cc以下）
小型特殊自動車・農耕用作業車

税務課納税推進班
☎74－8041

二輪（125cc超え～250cc以下）
二輪の小型自動車（250cc超え）

北陸信越運輸局富山運輸支局
（富山市新庄町馬場82）
☎050－5540－2044

軽自動車（三輪・四輪）
軽自動車検査協会富山事務所
（富山市藤木520－1）
☎ 050－3816－1852

軽
自
動
車
な
ど
の

廃
車
・
変
更
手
続
き

は
お
早
め
に

暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

●
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
民
課
）

 

☎
74
―
8
0
1
0

●
氷
見
警
察
署
（
生
活
安
全
課
）

 

☎
91
―
0
1
1
0

●
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
高
岡
支
所

 

☎
25
―
2
7
7
7

●
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

 

☎
局
番
な
し
１い

や

や
８
８

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る

 

相
談
窓
口
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Himi City Topics ま ち の 話 題
1 年の精進を誓う
武道稽古始め

1
7

好評につき 2 回目の開催中
コーヒーとチョコレート展

　
武
道
稽
古
始
め
が
ふ
れ
あ

い
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
剣
道
、
柔
道
、
弓
道
、

空
手
道
の
4
団
体
約
2
0
0

人
が
1
年
の
精
進
を
誓
い
、

練
習
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

　
開
始
式
で
は
、
市
弓
道
連

盟
の
井
波
正
義
会
長
が
挨
拶

し
、
林
市
長
や
嶋
田
茂
市
議

会
議
長
、
能
島
嘉
一
氷
見
警

察
署
長
が
激
励
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
を
代
表
し
て
、
氷

見
高
校
弓
道
部
主
将
の
祖
父

江
宇
天
奈
さ
ん
が
「
日
々
の
稽

古
に
精
進
し
ま
す
」
な
ど
と

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
参
加
者
は
競
技

ご
と
に
分
か
れ
て
稽
古
を
開

始
し
、
初
練
習
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
昨
年
度
初
め
て
開
催
し
た
冬
季

企
画
展
が
好
評
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
2
回
目
と
な
る
「
コ
ー
ヒ
ー

と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
展
」
を
海
浜
植

物
園
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
企
画
展
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
と

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料
と
な
る

「
コ
ー
ヒ
ー
ノ
キ
」
と
「
カ
カ
オ

ノ
キ
」
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
コ
ー
ヒ
ー
・
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
の
試
食
・
試
飲
体
験
や
プ

ロ
が
教
え
る
コ
ー
ヒ
ー
の
い
れ
方

体
験
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
焙
煎
体
験

な
ど
の
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
開
催
さ
れ
て
初
め
て
の
週
末
に

は
、
大
雪
に
も
か
か
わ
ら
ず
子
ど

も
た
ち
が
訪
れ
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

の
試
食
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

氷見市農業協同組合と農業生産法人株式会社ＪＡ
アグリひみから寄付をいただきました

12
22

華やかな舞台で新春を飾る
新春邦楽大会

1
7

　
氷
見
市
農
業
協
同
組
合
か

ら
は
食
育
の
振
興
（
幼
児
米
飯

食
）
の
た
め
に
5
0
0
万
円

を
、
農
業
生
産
法
人
株
式
会
社

J
A
ア
グ
リ
ひ
み
か
ら
は
春

中
ハ
ン
ド
の
開
催
や
芸
術
文
化

の
振
興
、
食
文
化
の
振
興
の
た

め
に
4
0
0
万
円
を
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
寄
付
は
、
毎
年
、「
市

内
の
保
育
園
児
等
の
お
昼
ご
飯

に
、
炊
き
た
て
の
氷
見
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
を
食
べ
て
ほ
し
い
」

「
食
と
農
へ
の
理
解
、
青
少
年

の
芸
術
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興

へ
の
支
援
」
と
し
て
、
氷
見
市

農
業
協
同
組
合
が
販
売
す
る

「
氷
見
は
と
む
ぎ
茶
」
が
1
本

売
れ
る
ご
と
に
5
円
の
寄
付
を

い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　
第
35
回
新
春
邦
楽
大
会
が
教

育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

8
団
体
と
特
別
賛
助
出
演
と
し

て
文
化
庁
の
伝
統
文
化
親
子
教

室
事
業
の
2
つ
の
子
ど
も
教
室

が
出
演
し
、
新
春
を
祝
い
ま
し

た
。

　
大
会
は
正
派
柊
会
こ
ど
も
お

箏
教
室
の
「
薫
る
花
」
で
始
ま

り
、
氷
見
子
ど
も
お
箏
教
室
は

筝
曲
「
野
花
と
と
も
に
」「
花

か
げ
変
奏
曲
」
を
演
奏
し
ま
し

た
。

　
こ
の
他
、
日
舞
や
尺
八
、
謡

曲
、
詩
吟
、
剣
詩
舞
な
ど
、
日

ご
ろ
芸
に
打
ち
込
ん
で
き
た
精

進
の
成
果
が
披
露
さ
れ
、
観
客

は
日
本
の
伝
統
芸
能
を
堪
能
し

ま
し
た
。

消防の心意気を示す
消防出初式

1
4
　
消
防
出
初
式
を
、
氷
見
漁
港

緑
地
公
園
の
駐
車
場
で
行
い
ま

し
た
。

　
式
典
で
は
、
林
市
長
が
「
市

民
の
安
全
な
暮
ら
し
が
確
保
で

き
る
よ
う
防
火
意
識
の
向
上
に

努
め
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
、

西
川
消
防
団
長
が
「
一
致
団
結

し
、
地
域
住
民
の
安
全
安
心
の

た
め
、
日
々
精
進
を
」
と
訓
示

し
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
消
防
団
員
に

よ
る「
木
遣
り
」が
披
露
さ
れ
、

分
列
行
進
を
行
っ
た
後
、
上
庄

川
で
一
斉
放
水
を
行
い
ま
し

た
。

　
消
防
団
員
ら
は
、
防
火
防
災

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

「ペーパードリップでいれ
たおいしいコーヒーに出
会ってください」

アプフェルバウム
坂下　貴洋さん

本場のブリを堪能
ひみぶりフェア PR イベント

1
9
　
昨
年
12
月
1
日
か
ら
開
催
中

の
「
ひ
み
ぶ
り
フ
ェ
ア
」
の

P
R
イ
ベ
ン
ト
が
、
ひ
み
番

屋
街
正
面
通
路
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
寒
ブ
リ
解

体
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
大
勢
の

観
光
客
の
前
で
9
・
5
キ
ロ
の

「
ひ
み
寒
ぶ
り
」
が
解
体
さ
れ
、

さ
ば
き
た
て
の
ブ
リ
が
振
る
舞

わ
れ
、
参
加
者
は
お
い
し
そ
う

に
ブ
リ
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
か
す
汁
の
振
る
舞

い
や
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の
特

別
配
布
が
行
わ
れ
、
大
変
賑
わ

い
ま
し
た
。

　
「
ひ
み
ぶ
り
フ
ェ
ア
」
は
、

2
月
28
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

す
。（
ブ
リ
の
水
揚
げ
が
な
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
）

「浜松から来ました。氷見
の寒ブリは脂がのってい
て、おいしかったです」

宮尾　肇さん　伊藤　未希さん

1
12

2
26～
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